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　Recently　hospiIal　pha  acisIs 　have　been　devoIing　more 　energy 　to　inpatienIs　rather 　than　outpatients ，　and 　re−

garding　injections　it　is　increasingly　mQre 　important　to　predicl　and 　avQid 　interacnons　between　 or　 among 　them

simply 　to　assort 　them ．

　In　this　study ，　tG　secure 　thc　stability 　and 　safety 　of 　injections　prescribed　for　inpatients　by　doctors，　we 　devcl−

oped 　a　clinically 　usefUl 　computer 　system 　to　check 　some 　incompatibilities　between　medicines ．　The　daIabase　used

ln　the　computer 　syslem 　fer　 chemical 　interacIions　 comprised 　of 　information 　on 　 combinations 　between　two 　drugs

obt ＆ined　frDm　formal　texIbooks 　or　the　literature，　 whiUe 　that　f（）r　physical　interacIions　inciuded　the　results 　of 　the

pH 　change 　examination 　for　each 　medicine ，

　When 　comparing 　the　two 　periods　during　6　 months 　before　and 　after　introducing　this　system ，　the　incidence　of

turbidity　due　to　interacdons　and 　economical 　loss　after　introduction　were 　substantia11y 　smaller 　than　those　before

introduction，　Ihus　suggesting 　that　this　 system 　could 　qualitatively　and 　economically 　improve 　the　 service 　for　in−

jections　per負〕mled 　by　hospital　Pharmacists．　In　addition ，　suggestions 　made 　by　doctors　and 　nurses 　using 巳his　sys −

tem 　have　res山 ¢ d　in　 clinically 　favorable行ndings ，　and 　consequently 　this　 syslem 　is　highly　evaluated 　at　our 　hos−

pital．

　Furthermore ，　at　one 　month 　after 　inぼoducing 　this　system ，　it　was 　shown 　to　be　very 　usefu 且for　pa齪icularly

avoiding 　interacnons　in　the　same 　syringe 　when 　rnixing 　two 　medicines 　or　more ，
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緒 言

　近 年，注射薬 に 関す る 業務 は，薬 品 管理 か ら供給，使

用 に至 る まで，薬学的管理が 主要 と な っ て きて い る ．そ

の 供給 は ，従 来 行 わ れ て きた 病棟 へ の 「定数配 置制 亅や

「箱渡 し」等 の 払 い 出 し方法 か ら，患者個人別 1回 施 用

毎の 払 い 出 し方法へ と変化 し，さ ら に は混注業務へ と展

開す る こ とが，概 ね注射剤調 剤 業 務 と して 捉 え られ る よ

うに な っ て きて い る．こ の よ うな 状況 の 中，当院薬剤部

で は，薬剤管理指導業務 を開始した 平成 4年 3 月 よ り，

注射剤の 患者個 人別 払 い 出 し を実施 し，注射処 方せ ん の

薬剤部入 力 に よ る 1 回施 用 毎の 供 給 を全 病棟 に 対 し展 開

して きだ ，こ れ に よ っ て，病棟に お け る不良在庫量 の

大幅 な減少や伝票 の 記載漏れ防止，ナ
ー

ス ス テ
ー

シ ョ ン

で の 看護婦 の 注射薬 混含調製業務の 軽減等，院 内 に お い

て は
， 経済 廁，お よ び 含理 化面で 少なからず評価を得て

きた．しか し，病棟 で の 注射剤混注時 に お ける 混濁，力

価 の 低 ド等 の 配合変化対策は ，依然 と して 事後 の 対処に

甘 ん じて お り，患 者個 々 に 対する 医薬 品 の 安定性 と安全

性 を保証す る フ ァ
ーマ シ ュ

ー
テ ィ カ ル ケ ア の 基本 的 な部

分 で 問
．
題 を抱 えたままで あっ た．

　薬 剤師が 医薬品 の 物理 化学 的性 質 を正 確 に 把握 し管理

す る こ とは，専門性 を活 か した ，い わ ゆ る薬学的視点 で

薬物療法 や チーム医療 に 大 きく頁献で き得る もの とい え

る．特 に 注射薬 の 配 合変 化 に 関 して は ，不 安定 要 因 が 多

く，か つ 有害事象 に 結 び つ き や す い
2．．今 回，

わ れ わ れ

は こ の 問題 を解決 し， 注射剤 調 剤業務の 標準化 と質的向

上 を果 た す 目的で ，実務 に 即 した配 合変化チ ェ ッ ク シ ス

テ ム を構築 した，本 シ ス テ ム は ，従来の 1回 施 用 毎 の 払

い 出 しに 加 え，配 合 変 化情報等 を リ ア ル タ イム に病棟 ス

タ ッ フ に 提供す る こ と を可 能 に して い る．

　今 回著者 らは，本 シ ス テ ム 導 入 前後 に お け る 経済性 を

比 較検討 す る と と も に，臨床的有 用性 につ い て も考察 し

た．そ の 結 果，本 シ ス テ ム の 導入に よ り， 注射剤 混含時

の 混濁比率 は顕著 に減少 し，混濁に伴 う損失額も激減す

る こ と，お よび 臨床的有用 性 も高 い こ とが 明 らか に な っ

た の で 報 告 す る，

方 法

1． シ ス テ ム の 概要

　本注射剤払 い 出 しシ ス テ ム は，当院 に お け る 今後 の

オ
ー

ダ リ ン グ対応 を考慮 して，現在 の 調剤 支援 シ ス テ ム

等，周辺機器 と 互 換 性 を持 た せ た TOSHO 製 を 選 択 し

た．本 シ ス テ ム は ，2剤 問の 配 合変化情報 に よ るチ ー ッ

ク （A 方式） と pH 依存性 に よ る物 理 的 配 合変化予測 （B

方式）の 両 方式に よ り構成 さ れ て い る．A 方式の デ
ー

タ

医療薬学 Vol．27，No．4 （2001＞

ベ ース と して
， 文献，成書

1・−51
，各薬剤 の イ ン タ ビ ュ

ー

フ ォ
ー

ム，お よ び 各製薬会社 に よ る配合試験 デ
ー

タ等を

用 い ，こ れ ら を 当院採用 薬 品個 々 の 配 合 禁忌 マ ス タ
ー

の

テ ーブ ル に 2 剤 問 の 配 合変化 情報 と し て 登 録 し た

（Fig．1）．内容 と して は，混濁 を起 こ す配合禁忌 の 組合

せ だ けで なく，色調変化 や力価低下 等 の 配合 注 意の 組 合

せ も登 録
u ／，

し て お り （Tab且e　1：ト，そ の コ メ ン ト を薬袋

に印字 させ る こ とに よ っ て，薬 剤 師の み の 情報で なく，
病棟ス タ ッ フ に対 して の 情報 と して 提供 で きる よ うに し

た．Table　1 に示 し た登 録某 準 は ，実 務 に 必 安 な デ
ー

タ

を採用す る た め の もの で あ り，過剰な情報提供 に よ る不

明瞭化 を防 ぐの に役 立 つ と考え る．例えば，力価が 90％
以 下 に低下す る もの は，時間 に 関係 な くす べ て 登録 し，
一

方 力 価 が 90％ 以 トの もの で も，3時問以 内に 力価低下

を起 こ す もの で あ れ ば，実務上 の 必要情報と して 登録 し

て い る．

　次 に B 方式 は，2 剤 間 の 物 理 的配合変化 の 是 非 を pH
変 動 試 験 酸塩 基 緩衝能を指標 と して 予測 させ る 方式 で あ

る．酸塩 基 緩衝能 は，成書
3）

に 基 づ き，各薬剤 の 酸性

お よ び 塩基性 に 対 し て 「強」あ る い は 「弱 」 と 定義 し

た．す な わ ち，Van 　 Slykeの 式 に よ り算出 した 緩衝能 を

酸側 は　「強 ：≧ 0．03，弱 ：く0．03」，⊥謹基側 は　「強 ：≧

O．　02，弱 ：＜O．02」 と決定 し た
7／．本方式 の 配 合変化

デ
ー

タ ベ
ー

ス は，  変化 な し，  pH 変 動 試 験 で ア ル カ

リ の 添加 に よ り沈殿が 生 じる もの 灘 溶性 の 酸），  pH

変動試験で 酸 の 添加 に よ り沈殿 が生 じる もの （難溶性 の

塩基 ）の 3 グ ル
ー

プに大別 し，マ ス タ
ー
登録 した ．方 法

は ，pH 変動試験結果 に お け る試料 pH ，難溶性 の 酸 にお

け る 塩基 性 側 の 変化点 pH，難溶性 の 塩 基 に お け る 酸性

側の 変化点 pH ，お よび各々 の 酸塩基緩衝能を各注 射薬

品 マ ス タ
ー

に 登 録 し 〔Fig．2），輸液内で の 混合状 態 の

是 非 を決 定 させ る 指標 と した，

2，経済面で の 評 価方法

　当院採用注射薬 品485品 目 に つ い て
， 医師が 1 年間 に

処 方 した注射処方せ ん40376枚に 対 し，混濁等 に よ り事

後対 処 した 枚数 を シ ス テ ム 導入 前後で 調査 した．

　期間 は，シ ス テ ム 導入前 （旧 シ ス テ ム 使用 ）の 1999年

4 月 1H か ら 9月30日 ま で と，導 入 後 の 10月 1 日 か ら

2000年 3 月31日 まで の 各6 カ月間で ，混濁比率 （混濁 注

射 処 方せ ん 枚数聡 注射処方せ ん枚数）お よ び，そ れ に

よ る損 失 額 に つ い て 比較検刮 した．

　当院の 入院 は，現在 オーダ リ ン グ対応 で は な く，注射

処方せ ん を薬斉ll師が 払 い 出 しシ ス テ ム に 入力 し，薬袋を

発行 させ る 方式 を取 っ て い る．よ っ て ，本 シ ス テ ム の 真

の 評 価 を検 討す る 目的で ，シ ス テム 稼働 の 有無 （業務時

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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　　　　　　　　　　 Fig．1．2剤閊配 合禁忌 マ ス タ ー
（A 方式）

Tuble　1．薬袋 に 表示す る 2 剤問配 合変化 情報 の 登録 基準 〔A 方式 〕

  直後〜経時的混濁を起 こ すもの

例） モダシン 1g パンコマイシン0．5g　： × 白濁（直後）

  力価がgo％ 以 下 に 低下するもの

例）アスパラK10mL 　 ランダ10mg 　 ： x ランダ95．2％ （直後），58．6％ （6hr＞

  3hr以 内に 力価低下 を起 こすもの

例 ） ソリタT3200mL 　 ユナシン 1．5g ABPC 　925％ （3hr）

  経時的 色調変化 等

例 ） ソ1汐T3200mL 　材 フィリン2SOmg ： 極微 黄 色 （lhr）

間内外） と混濁比率 の 関係 に つ い て も調査 した．

3．　臨床面 で の 評 価方法

　 シ ス テ ム 導 人後 の 1 カ 月間 （2000年 2 月） に 薬剤師が

シ ス テ ム に 入力 した注射処丿iせ ん2025枚 に つ い て ，配合

変 化 チ ェ ッ ク件数 とそ の 内 容 を調 査 し，力価 の 低 下 を示

す もの 等，臨床 E・自
．
用 （照 会 に よ っ て 処 方変更 とな っ た

もの ） と思 わ れ た事例 を挙げ て 評価 した．

結 果

1．　 シ ス テ ム に つ い て

　まず ，
Fig，3 を例 に 本 シ ス テ ム に お け る 配合変化 の 予

測法 を説明す る，5　FU   は酸緩衝能が 強 く，ま た，ビ ソ

ル ボ ン   は 塩 基 緩衝能が 弱 い た め ，ビ ソ ル ボ ン 吻 ）pH が

5FU  
の 塩基性 側 に移動す る と考え られ る．こ の よ うな

場 合，塩基性 側 で 混 濁 を起 こ す ビ ソ ル ボ ン
／／e）を 問 題 薬剤

と して 予測 し薬袋へ 表示 させ る よ うに した．また，メ チ

コ バ ー
ル の pH は 5．9で あ り，ビ ソ ル ボ ン  

の 変化 点 pH

が4．71で あ る た め 配 合変化を起 こ す
．
u丁能性が あ る．しか

し，ビ ソ ル ボ ン
 
の 塩基緩衝能 は 弱 く，メ チ コ バ ー

ル の

酸緩衝能も同様 に 弱 い ．こ の よ うに 2 剤間の 緩衝能 に お

い て 互 い に 「弱」同士 あ るい は 「強 1同士 の 場合 は，〔E

確な予 測 が で きな い た め 薬 袋 へ は 表示 して い な い ．結 果

と して ，注射剤調 剤 に 使 用 して い る 薬袋 に は ，問 題薬剤

（ビ ソ ル ボ ン 1”）
） を点線 で 分割 し，Rp．の ・

番 卜
1
へ 同

・
シ

リ ン ジ 内 pH 注意 と して 表示 させ，同時 に A 方式の 結果

N 工工
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：試 料 pH，変 化点 pH，お よ び 酸 塩 基緩衝

1｝ソリタT3 号 500mL

pH
°
一

酸緩衝能 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塩 基緩衝 能

弱 ［＝＝ iEltt＝ 二 ＝ ＝ ＝ コ 漏

2｝ ビソル ポン 4mg 　 強

3） 5−FU250mg

肌

覚 ．　 匚
漿　　 蟇 嬲　滋 　 弱

強 ［＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ￥＝＝ ：コ 強

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5．9
4） メチ コ バー

ル 500μ 9 弱 ［ ：＝ ＝≡ ［ ＝＝］＝＝＝］ 弱

Fig．3．物 理 的配 合変化 予 測 （B 方式）に よ る 問 題薬 の 選 出 ：

　 　 　 人 力画 面上 で 確 認可 能

も表記 さ せ た （Fig．4 ）．本薬袋 は，薬品実装後 の 監査

を容易 に す る た め に
’
卜透明 A5 サ イ ズの もの （トッ パ ン

フ ォ
ーム ズ 製） を用い ，患者個人別 1 回施用毎の 様式と

して い る．薬 袋 の 表記 内 容 は，患 者関連情報 ， 薬品名，

用法 ， 用量，電解質，カ ロ リー，配 合変化等 の 基本情報

と安定性 お よ び 安全性 を確保す る た め の 情報 を 印字 さ

せ，注 射混合調製時お よ び注射施行時 に リア ル タ イム に

活用 で きる よ うに な っ て い る．ま た
， 本 シ ス テ ム で は ，

各 Rp．中の 注射薬品 の pH 変動試験結果が 入 力画面 Lで

確認，印刷 が 可能 で あ り （Fig．3 ），医師と協議 す る た

め の 資料 と して 活用 して い る．

　A 方式 に お い て ，処方入力時 に問題 の ある注射 薬 品 類

が あれ ば，警告 と して 各 2 剤間の 情報 が 画 面上 に表示 さ

れ （Fig．5 ＞，こ の 時点 で 医 師に 照会あ る い は ，強制 登

録 を行 うこ と に して い る ．Fig．5 で は，ビ ソ ル ボ ン   と

メ チ コ バ ール  
の 色調変化が表示され て い る が，臨 床 h

特 に 問題 が な い た め 強制登録 し，混注時の 注意情報 と し

て 薬袋へ 表示 させ る．しか し，警告画面 に 力価 の 低 下 が

大 きい もの や 手技 に よ っ て も混濁 を避け る こ とがで きな

い もの が表示され た 場合 は，医師 に照 会 して い る．

2． 経済的評 価

　本 シ ス テ ム 導入 前後の 各 6 カ月間 に お ける注射処方せ

ん 1枚当た りの 混濁比率，お よび 混濁 に よる損失額 の 調
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て ‘A 市＿橘 瞬　画 黥G：　　　　　　　　　　　　馴o．，139

　 （B方式）

試 料pH ， 変化pH ，

酸・塩甚緩衝能か ら

問題藁を選 出

　 （A方式）

2 剤間の 配合変化

情報を表示

Fig．4．注射薬調剤 に使 用す る薬袋 （A ，Bl両方式 を反 映）

Fig．5．人 力画 面 ：配 含変化 チ．エ ッ ク （A 方式）に よ る 警告

査の 結 果 ，い ず れ も導 入 後 で は，約 1 〆3 程度 に 減少 し

た（Fig．6）．また，こ れ ら注射処方せ ん の 混濁 比率と業

務時間 との 関係 を 調査 し た 結果 ，導 人 後 で は，時聞内

（シ ス テ ム 稼働時）．に 混濁 の 発生 は 認め ず，混濁 した 15

枚の 処 方 せ ん は ，い ず れ も時間外 （シ ス テ ム 非稼働 時）

に発生 した もの で あ っ た （Table　2 ）．

3．臨 床 的評 価

　本 シ ス テ ム に よ り，事前 に 混濁 を 回避 で きた 内 容 を シ

ス テ ム 導入後の 1 カ 月間 に お け る 配合変化 チ ェ ッ ク件

数，お よ び そ の 内訳 と し て Fig．7 に 示 す．な お，デ
ー

タ は
， 薬剤師 に よ る処 方 入 力 時 に表 示 さ れ る A 方式 の

警告画面 （Fig．5）の 情報 を活用 し た ．シ ス テ ム に よ っ

て チ ェ ッ ク され た件数 は，入力処方せ ん2025枚 中220件

で ，そ の 内訳 は ，輸液内で 避け る こ とが で きな い 混 濁 が

4 件 ， 臨床 E問題 と な る力価 の 低 下 を示 す もの が 4 件で

あ り，こ れ らは い ず れ も医師 に 照 会 して処方変更 に至 っ

て い る．次 に 同
一

シ リ ン ジ 内で は 混濁 を起 こ すが，別 々

に混 注す る 等，手技的工 夫 に よ っ て 混注 可 能 と考えられ

る もの が54件で あ っ た，また，経時的 に色 調変化を起 こ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society of Pharmaceutical Health Care and Sciences

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoeutioal 　Health 　Care 　and 　Soienoes

328 医療薬学 Vol ．27，No ．4 （2001）

0．25

0．20

0．15

0．10

0．05

0．00

（A ）
％ ）

／ 43枚／191400枚
11 ド

覊 ．
“广

篤・ 「了P
母「’、v

轟ぺrK
　　暁

・懇
…

窄
巽 15枚／20，976枚

广r、1
嚢
藝；

1 」 で
r匸」

羃
鱈 黥 ．・

こ帚

．一
’・螺 宥

．
，二 駅

’ヒ
　ー一一

　　f　〆尸厂〆

導入前 導入 後

t50，000

100，000

（B）
（円 ）

000
137，687円、

　」ル　「
・「

∫、　广「
葦

懸

戀
：

銛．享

000 箒
口
　 ．

睾

「
匸．
鷹
1」藩

．ダ｛；欝
31

5矯 92円 琶 ．・ 」」「尸1r
OOO

・　凭
ぐ　監‘

鰻 怖
輩
嚢、 難蠶　　 P

ζ
羅 韈，鶏

一
0

導入 前 導入 後

／

Fig．6．シ ス テ ム 導入 前後の 各 6 カ月 間 に お け る 注 射処 方 せ ん 1 枚 当

　　　た りの 混濁比 率 〔A ），お よび 混 濁 に よ る損 失額 （B ）

Table　2．シ ス テ ム 導入前 後 にお け る 混濁注射処方 せ ん の 発 現 率 と業
務 時間の 関係

導入前 導入後

混濁枚 数　総放数　混濁率 （％ ）　　 混濁枚数　 総枚数　混濁 串 〔％ ）

　 時間内

（システム稼働時）

21　　 13
，
448　 0．15 0　　 14，413o

　 時間 外 　　　 22
（システム非稼働時）

5
，
952　　0．37 156

，563　 0．23

計 43　　　19
，
400　　0．22 15　　　20，976　　0．07

す もの が 79件 ， 調製後か ら投与終了 まで の 間 （3 時 間以

内〉に力価が 90％ 残存率 を示 し，経時的混濁 を起 こ さな

い もの が 79件で あ っ た．

　処方変 更 に至 っ た 事例 の 中で ，特 に臨 床的有用性 の 高

い と 思 わ れ る Rp ．を Tab且e　3 に 示す。　Rp．1〜3 は 抗癌

剤，お よ び抗 生 剤 の 力価低 下 が 顕著 な もの ，Rp ．4 は 持

続点滴 静 注 の た め 輸液へ の 混注 が 不 口T能 な 事例 で あ っ

た ．

考 察

L　 シス テ ム の評価

　現在，物琿 的 配合変化予測 と して は，各薬品毎の pH

滴定等，予備検討を必 要 と しな い 理論式 に よ る多剤 配 合

時 の pH 予測法が，オ
ー

ダ リ ン グ等コ ン ピ ュ
ー

タ．．ヒで 利

用 す る際 に推 奨 され て い る
61．しか し，問題点 と して，

コ ン ピュ
ー

タの 性能を考慮 しなけ ればなら な い こ とや 理

論式 に 必要な 情報が 製 薬 企 業か ら入手困難 で あ る こ と等

が 挙げ ら れ る
til．当院で は ，コ ン ピ ュ

ー
タ の 性能 を考慮

した上 で ，採用薬品すべ て を対象と して ，リ ア ル タ イム

対応 可 能 な 予 測 シ ス テ ム の 構 蘂 を 実 現 し た．Fig．6

（A ＞ に 示す よ う に シ ス テ ム 導入後 は，混濁比 率 が 大幅

に 減少 した．こ れ は，主 に リ ア ル タ イム に提供 した薬袋

表記 に よる情報 に よ っ て，手技 的 な 工 夫で 混濁 を回避 で

きた こ とに 起 因 す る もの と考えられ た，ま た，シ ス テ ム

導 入 後 の 1 カ 月 間に お け る A 方式配合 変 化 チ ェ ッ ク 件

数 とそ の 内訳 （FLg．7）か ら，注射剤混注時 の 主要 問 題

とな る配 合変化 は，  輸液内混 濁，  臨床 上 問 題 とな る

力価低 下 ，  「司
一

シ リ ン ジ 内混濁 で あ る と考 え る．中で

も A 方式 は ，そ の チ ェ ッ ク に よ る 回避件数か ら 同
一

シ

リ ン ジ内 の 混濁回避 に 最 も貢献 して い る と考え られ た．
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Fig．7．シ ス テ ム 導 人後 の 1 カ 月 間 に お け る A 方式 配合 変化 チ ェ ッ ク 件

　 　 　 数 と その 内訳 （220件〆入力 処方せ ん 2025枚 ）

Tablc　3．処 方変更に 至 っ た 事例 ：臨床的有用 性の 高い と思 わ れ る Rp ．

Rpl ．生 食 SOOmL 　 O．6V

一

10％ NaC ］

アス パ
ー
K

4AlA

　 　 →　 　 内

ソ丿レメドロ ー丿レ　125m

Rp2 ．ソリタT3500mL 　 】V

ZEりz一 匝幽 塑

メイロ ン S420mL 　IA 　 　→ 別　 内へ

Rp3．生食 100mL 　　 IV

一

強ミノ　20mL 　　　　2A

一

Rp4 ．トリフ リ
ー

ド 500mL 　 IV 　
−・10％ TZ 　500mL （10％ NaCl　10mL 　 KCI 　2．5mL ）へ

2ti　 50　 IY 　 ne3h ）

ビソル ポン 1A

・
方，本 シ ス テ ム の B 方式 に よ っ て 選 出 さ れ た 問 題 薬

剤に つ い て は ，他剤 とは 別 の シ リ ン ジ を用 い て輸液内 に

混合する 等，手技的に 防ぐこ とが 可 能な 場合 もある が ，

本 シ ス テ ム で の 運用 は 別包扱 い と し，輸液内 に 混合 しな

い よ うに 病棟 ス タ ッ フ に 説明 して い る．本 シ ス テ ム で

は ，A 方式 に よ る 2斉lj間 の 配 合変化情報 が 欠損 して い て

も，B 方式に よ っ て 問 題 薬 を予 測 し 得 る 点 で 有用 と考 え

る．実際 の 臨床現場 の 意見 と して ，本 シ ス テ ム の A 方

式 に よ る コ メ ン ト，お よ び B 方式 の 問 題 薬 の 予測 を薬

袋 に 表 記 す る こ とは，混 注 業 務 を大 い に支 援す る もの で

あり， 仮 に こ の 予 測情報が ，混濁 を 起 こ さ ない 過大情報

で あっ た と して も，実際 に 混濁 を起 こ した 時 に 要す る諸

作業，時間，費用等を考慮す る と，本 シス テ ム の 予 測 に

従 っ た 混注方法 で 容認す る との こ とで あ っ た，

　また，Fig，7 に 示す 臨床上 混注可能 な色調変化，お よ

び力価低下や 経時的混濁 も薬袋 に その 配合変化情報 を 表

記 して お り，病棟ス タ ッ フ へ の 注 意 コ メ ン トと して有用

で あ る，例えば，フ ィ ジ オ ゾー
ル 3号

 
等 の 糖電解質輸

液 と ネ オ フ ィ リ ン
  との 混注で は

， 経時的 に 茶褐色 に 着

色す る場合が あ る，こ れ は ネ オ フ ィ リ ン  
の 分解 と は無

関係 に，溶解補 助 剤 と して 添 加 さ れ て い る エ チ レ ン ジ ア

ミ ン と 糖 電 解 質 の メ イ ラ
ー

ド反 応 に よ る もの で あ り
B）
，

臨床上 混注 し て も問題は ない と思 わ れ る ．こ の よ うな経

時的色調変化等 の 注意 コ メ ン ト情報 に よ っ て，現場 で

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society of Pharmaceutical Health Care and Sciences

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoeutioal 　Health 　Care 　and 　Soienoes

330
は，そ の 時間 を考慮 して 調製す る等，病棟 ス タ ッ フ に よ

る 事前対応 が 可 能とな っ て い る．

　しか し，輸液 に数種類 の 薬品を混 注希釈 した 状 態で の

経時的変化等 に つ い て は ，未知 な 部分 が多く十 分 な事前

対処 が で き ない こ と も想定 される ，本 シ ス テ ム の 予測 に

よ っ て 問 題 解決で きな い 事例 に つ い て は，臨床現場か ら

の 情報 を集積 して ，実 際 に 患 者へ 投 与され る 状態 輸 液

に 混注希釈 した 状態）で の 評価 を して い か な けれ ば な ら

な い と考え る．現在，本 シ ス テ ム に よ り，別 の シ リ ン ジ

を用 い て 混人 す る 等，手技的に 回避 した 事例 の 中 で も，

持続 点滴 静 注 等 で 経時 的 な変化 が予測で きな い 場合 に お

い て は ，本 シ ス テ ム に基 づ い て 薬剤師が 出 した指示が妥

当で あ っ た か 否か，そ の 後 の 経 過 を確認 し実例集 と して

デ
ー

タ を蓄積 して い る ，今後，こ れ ら をデ ータベ ース に

反 映 させ，チ ェ ッ ク 機構 の 向上を図 る予 定で ある，

2，　経済的評価

　Fig．6 で は ，比較検刮の 期間設定 に，季節的相違 は あ

る もの の ，注射処方せ ん 1枚当た りの 混 濁 比 率，お よび

損失額 は大幅 に減少 し，経済的有用性が 示 され た．

　ま た Table　2 よ り，導 人後 の 混濁 は
， そ の す べ て が，

当直業務等 の 時 間外業務 で，本 シ ス テ ム を使 わ ない 伝票

払い 出 しに よ っ て 発生 したもの で あ っ た．こ の こ と は，

本 シ ス テ ム の 有用性 を示唆する と同 時 に，薬 剤 師個 々 の

資質向上 を 図 ら ね ば な らな い こ とを意味す る ．運用 的 に

は
， オ

ー
ダ リ ン グ等で，本 シス テ ム の 連続使用 を口∫能 に

すれ ば，混濁率 は解消 され，
一

層 の 経済効果が 上が る も

の と考 え ら れ る ，一
方，導入 後の 時 間外 混 濁 率は，導人

前の そ れ と比 較 して 減少傾向が認め られ た．こ の こ とか

ら， 本 シ ス テ ム が ，薬剤師の 注射剤調剤 に 対 す る 意識お

よ び資質を向上 させ ，また 病棟ス タ ッ フ の 混注時 に お け

る注意 を促す 等 ， 教育面 に お い て も貢献 して い る もの と

考 え られ た．また一
方で は，医師の 注射薬処方内容も混

濁を避 け る 内容へ と少 な か らず変化 して い る と推察で き

る，

3， 臨床的評価

　今 回，Table　3 に 示す 事例 を 回避 で きた こ と は，注 射

薬 を単純 に 取 り揃 えて 払 い 出 す 従 来 法 で は成 し得 な か っ

た業務 と考える．こ こ で 示す事例 は，い ず れ も患者 の 不

利 益，お よ び 有害事象 に 直結す る もの と思 わ れ る．

Rp ．1の ラ ン ダ  は，ア ス パ ラ K   との 混合 に よ り 6時 間
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で58．6％ まで 力価が 低下 し
3・9 ／

，また Rp．2 の ア ドリ ア シ

ン
 
は ，メ イ ロ ン   との 混合直後 に 13．1％ まで 力 価 が 低

下 す る こ と が 知 られ て い る
s1，　 Rp．1 − 3 は

， 抗癌剤 お

よび抗生剤の 著明 な力価低下 を 回避 す る こ とで ，治療効

果の 低下 を未然 に 防 ［ヒで きた事例 で あ る．ま た Rp ．4 で

は，フ サ ン  
の 経時的変化 に よ る 沈殿 を 未 然 に 同 避 す る

こ と に よ り，［｛旺管痛 や 静脈炎等を防止で きた と考える，

本 シ ス テ ム の 運 用 に よ っ て ，こ 几 らの 事例 を薬剤師の 経

験年数 に 関 わ らず事前 回避 で きた こ とか ら，本 シ ス テ ム

は，そ の 有用性 の 高 さの み な らず，注射剤調剤業務 の 標

準化 な らび に 省力化 に も大い に貢献 して い る こ とが 示 さ

れ た．

　今回，著 者 らは，薬 袋 に 配 合変化情報 を表記す る こ と

で ，リ ア ル タ イ ム に病棟ス タ ッ フの 混注業務を支援する

シ ス テ ム を構築 し，経済面お よび 臨床面 で，医師，看護

婦 を は じめ 事務局 か ら も高い 評 価 を 得 た．本 シ ス テ ム

は，今 後 の 薬 剤 師 に よ る 混注業務 の 展 開，さ ら に，標準

化お よび省力化 に も大い に 活用で きる もの で あり，注射

剤の 適正使用 お よび患者の 安全性 を確保す る 上 で ，さ ら

に，病院経営 上 で も高 い 有 用 性 を有 す る こ と が 示 さ れ

た．
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